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男女共同参画フォーラム
～みえの男女2014～

ひ 　 　 と

　女性が「仕事と子育ての両立」「キャリアアップ」両方を果たすために必要なことは3つ。

　まず、育休・時短勤務等の従来の両立支援策の見直しです。人は「仕事体験」で、それも難しい仕事、責任ある仕事を担ってこそ成長します。しかし、

育児中の仕事を免除されている期間、成長のチャンスを奪われています。そういう意味から、なるべく早くフルタイムでしっかり仕事をすることが

キャリアアップのためには必要です。しかし、長時間勤務が当たり前のように続く環境でフルタイムに戻ることは難しい。前提として長時間勤務をなくす

ことが必要になってきます。

　もうひとつは「フレキシビリティ」。フレックスタイムや裁量労働、在宅勤務など働き方を自由に選択できると、育児や家庭生活と仕事の両立がしやすく

なるということです。

　3つ目は「男性がしっかり家事・育児を担う」ということ。妻のキャリアアップを望むのであれば、家庭の事は夫も一緒に担うことが必要です。

　育児期の父親の意識を見ると、家庭、育児にしっかり自分も関わりたいという人が多数派になりました。しかし、長時間労働が根強いため、男性の

家事・育児参加が十分にできていない。長時間労働の是正は女性の活躍推進のためだけでなく、男性にとっても必要です。

　日本の女性を仕事と子育ての両立という軸でみると、30歳代は出産・育児のために退職する人がまだ多くいる

ため就業率が下がり、その結果をグラフで示すと「Ｍ」の形（通称Ｍ字カーブ）になります。ところが、世界の主要な

経済国で未だにＭ字カーブが残っているのは日本と韓国だけ。とても特異で、仕事と育児の両立がしにくい国で

あるということです。また、キャリアアップの軸から管理職に占める女性比率をみると、ここでも日本と韓国は著し

く低く、1割程度。役員の女性比率となると日本は約１％です。どちらからみても日本は女性が活躍できる環境整備

が恐ろしく遅れています。

岩田 喜美枝さん （公益財団法人21世紀職業財団会長、前㈱資生堂代表取締役・副社長）

基調
講演
「女性はもっと活躍できる!
   ～より企業を元気に、男女とも人生を豊かに～」
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　人手を増やせば残業は減りますが、人件費が増え、企業は競争力をそがれます。残業削減に特に必要なことは２つ。一つ目は仕事を減らすこと。単に

仕事を減らすのではなく、仕事の棚卸しをして、優先順位の低いところは思い切ってやめる。選択と集中で、優先順位の高い仕事にマン(人)・アワー(時

間)をかけるのです。二つ目は業務プロセスの簡素化。同じ成果、アウトプットを出すために投入する人数、労働時間数をいかに最小化できるかプロセス

を見直して、できるだけ簡素化する必要があります。

　長時間勤務を減らすにはこのような業務改革が必要です。

　女性の活躍推進のためには男女に機会の均等を与えるだけでは十分ではありません。私はゴールアンドタイムテーブル方式を推奨しています。これ

は各企業が実情に応じて、女性の活躍目標（数値目標と達成時期）を決め、そのための行動計画を作るというやりかたです。これにより男女間格差の縮

小を速めることができます。

プロフィール
1971年東京大学教養学部卒、1971年労働省入省。厚生労働省雇用均等・児童家庭局長を最後に03年退官。03年株式会社
資生堂に入社、08年代表取締役副社長に就任。12年7月から顧問、12年3月からキリンホールディングス株式会社社外監査
役。12年7月から日本航空株式会社社外取締役、12年7月から公益財団法人21世紀職業財団会長。現在の公職としては男女共同
参画会議、中央教育審議会生涯学習分科会、消費者委員会等。
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